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一 般 質 問

議員ごとにインターネット中
継（録画）にアクセスでき
る QR コードを掲載してい
ます。

「ファシリティマネジメントの取組み」 
「日立製作所豊川事業所跡地の土地利用」

「豊川市資源化施設」

「消防業務におけるＤＸの推進」

「投票所削減問題」「設楽ダム工期延長問題」

「コロナ禍と物価高騰から市民のくらしを守る施策を早急に実施すること」
「放課後児童クラブの施設整備・支援員処遇改善と確保・研修制度の実現を」
「自衛隊への市民の情報提供を行わないよう求めること」

「民間保育所への公的支援」

「佐奈川堤の桜」

「家庭ごみ・資源排出の現状」「学校給食の状況」

中 村 直 巳 

堀 内 重 佳

遠 山 　 剛

佐 藤 郁 恵

安 間 寛 子 
 

倉 橋 英 樹

八 木 月 子

大 場 昌 克

　議員が、市の行政全般にわたって、執行機関に対して事務の執行状況や将来に対する方針などを質問するこ
とです。
　質問時間は、通常は議員１人当たり30分（答弁の時間を除く）ですが、６月定例会においては、３月定例
会に引き続き、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策として20分に短縮して行
いました。質問方式は、一括方式（質問回数３回）または一問一答方式（質問回
数無制限）で行っています。
　ここに掲載した一般質問の内容は抜粋したものですので、詳しくは、ホーム
ページで公開するインターネット中継（録画）、会議録をご覧ください。

一 般 質 問 と は？

中

村

直

巳

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

【
問
】
本
庁
舎
の
建
設
に

向
け
た
具
体
的
な
取
り
組

み
は
。

【
答
】
２
年
度
に
公
共
建

築
物
劣
化
調
査
を
、
３
年

度
に
構
造
体
耐
久
性
調
査

を
実
施
し
た
。

【
問
】
今
後
の
本
庁
舎
の

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
方
針
は
。

【
答
】
早
急
に
本
庁
舎
整

備
に
係
る
検
討
を
進
め
、

本
年
度
中
に
は
方
向
性
を

示
し
た
い
。

【
問
】
総
合
保
健
セ
ン
タ

ー
（
仮
称
）
基
本
計
画
で

示
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
図
の

利
用
方
法
と
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

【
答
】
図
は
一
例
と
し
て

描
い
た
も
の
で
、
階
層
や

形
な
ど
が
大
き
く
変
わ
る

可
能
性
も
あ
る
。
６
月
中

旬
に
は
設
計
業
者
の
選
定

を
完
了
さ
せ
る
予
定
。

【
問
】
施
設
整
備
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

【
答
】
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
で
は
、
整
備
方
針
の

考
え
方
に
つ
い
て
の
提
案

を
求
め
て
い
る
。
設
計
業

者
の
選
定
が
完
了
次
第
、

具
体
的
な
検
討
を
進
め
る
。

⑤公共建築物劣化調査
　評価区分は、Ａ＝健全、Ｂ＝軽微な劣化がある状態、Ｃ＝
重度の劣化がある状態、Ｄ＝最重要部材に重度の劣化があ
る状態の４段階がある。２年度の調査では、本庁舎の外装及
び内装はＤ、機械設備及び電気設備はＣと判定された。
⑥構造体耐久性調査
　平成26年度の実施から７年が経過しているため、３年度に改めて実施した。
鉄筋腐食の評価は、３＝中度から変化はなかったが、コンクリートの中性化の評
価は、３＝中度から４＝重度となり、老朽化がさらに進行している結果となった。

⑤

⑥
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佐

藤

郁

恵

投
票
所
削
減
問
題
に
つ
い
て

遠

山
　

剛

消
防
業
務
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
の

推
進
に
つ
い
て

堀

内

重

佳

資
源
化
施
設
に
つ
い
て

【
問
】
４
投
票
所
を
廃
止

し
た
場
合
の
移
動
支
援
の

内
容
は
。

【
答
】
新
投
票
所
ま
で
の

移
動
が
困
難
な
方
等
を
支

援
す
る
た
め
、
旧
投
票
所

か
ら
新
投
票
所
ま
で
、
タ

ク
シ
ー
等
で
定
時
ピ
ス
ト

ン
運
行
を
実
施
す
る
も
の
。

【
問
】
投
票
所
の
廃
止
を

撤
回
す
る
考
え
は
。

【
答
】
撤
回
を
検
討
す
る

考
え
は
な
い
。
移
動
支
援

の
実
施
状
況
の
確
認
や
改

善
、
先
進
事
例
の
調
査
・

研
究
な
ど
を
進
め
、
投
票

機
会
の
拡
充
に
努
め
る
。

【
問
】
設
楽
ダ
ム
の
工
期

延
長
と
事
業
費
増
加
の
概

要
と
理
由
は
。

【
答
】
工
期
は
、
ダ
ム
本

体
の
工
事
用
道
路
の
地
滑

り
対
策
な
ど
に
よ
り
８
年

の
延
伸
。
事
業
費
は
、
資

材
価
格
の
上
昇
な
ど
に
よ

り
８
０
０
億
円
の
増
額
。

【
問
】
設
楽
ダ
ム
負
担
金

の
今
後
の
見
込
み
は
。

【
答
】
県
等
か
ら
は
算
出

根
拠
と
な
る
関
連
計
画
を
、

ダ
ム
計
画
の
延
伸
を
受
け

て
直
ち
に
変
更
す
る
予
定

は
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

【
問
】
救
急
活
動
の
中
で

運
用
さ
れ
る
Ｄ
Ｘ
技
術
の

取
り
組
み
内
容
は
。

【
答
】
手
指
切
断
患
者
搬

送
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て

い
る
ほ
か
、
市
民
病
院
と

の
間
で
心
電
図
の
伝
送
シ

ス
テ
ム
を
確
立
し
、
救
命

率
向
上
と
予
後
改
善
の
た

め
の
取
り
組
み
を
実
施
。

【
問
】
外
国
人
の
救
急
要

請
に
対
す
る
取
り
組
み
は
。

【
答
】
対
応
言
語
31
カ
国

語
の
多
言
語
翻
訳
ア
プ
リ

「
救
急
ボ
イ
ス
ト
ラ
」
や
、

三
者
間
同
時
通
訳
シ
ス
テ

ム
の
活
用
に
よ
り
対
応
で

き
て
い
る
。

【
問
】
通
信
指
令
シ
ス
テ

ム
の
新
た
な
取
り
組
み
は
。

【
答
】
通
報
者
が
災
害
現

場
の
映
像
を
指
令
セ
ン
タ

ー
へ
送
信
で
き
る
Ｌ
ｉ
ⅴ

ｅ
１
１
９
シ
ス
テ
ム
の
調

査
・
研
究
を
進
め
て
い
る
。

【
問
】
遠
隔
で
の
指
揮
命

令
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
つ

い
て
、
シ
ス
テ
ム
を
構
築

す
る
考
え
は
。

【
答
】
災
害
時
に
前
線
で

活
動
す
る
隊
員
と
指
揮
隊

が
情
報
共
有
で
き
る
シ
ス

テ
ム
を
検
討
し
て
い
る
。

【
問
】
県
内
他
市
と
比
較

し
た
資
源
化
の
状
況
は
。

【
答
】
２
年
度
実
績
で
、

リ
サ
イ
ク
ル
率
は
県
内
38

市
中
、
高
い
方
か
ら
９
番

目
、
埋
め
立
て
処
分
量
は

少
な
い
方
か
ら
６
番
目
。

【
問
】
刈
草
・
剪
定
枝
の

搬
入
量
が
減
少
傾
向
だ
が
、

安
定
化
の
工
夫
は
。

【
答
】
ほ
ぼ
９
割
を
占
め

る
事
業
系
は
減
少
傾
向
で
、

処
理
手
数
料
や
チ
ッ
プ
等

の
販
売
価
格
が
妥
当
か
調

査
を
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

増
加
傾
向
に
あ
る
家
庭
系

の
維
持
・
拡
大
の
た
め
、

市
民
へ
の
周
知
を
強
化
し
、

新
た
な
需
要
の
掘
り
起
こ

し
を
図
っ
て
い
く
。

【
問
】
ご
み
排
出
量
は
県

内
下
位
で
あ
り
、
排
出
抑

制
の
取
り
組
み
と
今
後
の

清
掃
行
政
の
在
り
方
は
。

【
答
】
４
Ｒ
の
取
り
組
み

を
推
進
し
、
ク
ル
ク
ル
の

発
行
、
と
よ
か
わ
食
品
ロ

ス
・
ト
リ
プ
ル
ゼ
ロ
の
周

知
・
啓
発
等
を
実
施
。
先

進
事
例
の
収
集
に
努
め
、

市
民
や
事
業
者
の
先
頭
に

立
っ
て
ご
み
の
資
源
化
や

減
量
化
を
目
指
し
て
い
く
。

一般質問

⑦４Ｒ
　リフューズ（断る）、リデュース（減らす）、リユース

（再使用）、リサイクル（再生利用）の頭文字を取っ
た、ごみの減量化や資源化のための取り組みのこと。
⑧クルクル
　市が毎月発行する不用品交換情報誌。
⑨とよかわ食品ロス・トリプルゼロ
　生ごみ対策として、食品ロス削減のためのゼロを目指
す３つの行動を推奨する取り組みのこと。３つの行動に
は、賞味期限の確認、買い過ぎをなくすなどがある。

⑩手指切断患者搬送システム
　手や指などを切断した外傷患者を救急搬送する場合、救急隊
員が撮影した画像を医療機関へ送信し、治療に最も適した搬送
先を選定することを目的に、愛知県下で導入しているシステム。い
わゆるテレトリアージシステムのこと。市では、平成30年度末に救
急車にタブレット端末を配備し、このシステムに参画している。
⑪三者間同時通訳システム
　日本語に不慣れな外国人の１１９番通報者、通訳オペレー
ター、通信指令員との三者間での同時会話が可能なシステム。

⑫４投票所
　下郷地区市民館、
中条地区市民館、西
原公会堂、赤坂台保
育園のこと。

⑫

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪
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倉

橋

英

樹

民
間
保
育
所
へ
の
公
的
支
援

に
つ
い
て

安

間

寛

子

全
世
帯
へ
「
水
道
基
本
料
金
の

免
除
」
の
実
施
を

八

木

月

子

佐
奈
川
堤
の
桜
に
つ
い
て

【
問
】
桜
の
多
く
が
70
年

以
上
経
過
し
、
な
く
な
ら

な
い
か
心
配
の
声
が
あ
る
。

現
在
の
本
数
等
の
概
要
は
。

【
答
】
本
野
ケ
原
橋
か
ら

前
川
橋
ま
で
を
市
が
管
理

し
、
約
5.5
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

に
６
５
２
本
の
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
が
植
え
ら
れ
て
い
る
。

【
問
】
現
状
の
把
握
は
。

【
答
】
毎
年
度
、
枝
や
樹

木
全
体
の
枯
れ
、
幹
の
亀

裂
等
を
確
認
し
て
い
る
。

【
問
】
老
木
あ
る
い
は
伐

採
後
の
植
え
替
え
は
。

【
答
】
河
川
区
域
内
の
掘

削
等
の
許
可
は
、
河
川
法

第
27
条
に
規
定
が
あ
り
、

植
樹
や
植
え
替
え
は
決
壊

等
の
原
因
に
な
る
恐
れ
が

あ
る
た
め
、
河
川
管
理
者

で
あ
る
県
の
許
可
を
得
ら

れ
ず
、
断
念
せ
ざ
る
を
得

な
い
と
判
断
し
て
い
る
。

【
問
】
観
光
資
源
と
し
て

の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

【
答
】
市
民
の
安
心
・
安

全
が
前
提
の
た
め
、
現
時

点
で
は
植
え
替
え
は
困
難

と
認
識
し
て
い
る
が
、
桜

と
菜
の
花
を
一
緒
に
楽
し

め
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し

て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

【
問
】
保
育
協
会
の
保
育

所
と
他
の
民
間
保
育
所
に

対
す
る
支
援
の
違
い
は
。

【
答
】
保
育
協
会
に
は
、

民
間
保
育
所
運
営
費
補
助

に
よ
る
財
政
支
援
の
ほ
か
、

事
務
局
の
人
件
費
等
を
対

象
と
す
る
保
育
協
会
補
助

に
よ
る
支
援
を
し
て
い
る
。

【
問
】
公
共
施
設
の
利
用

に
お
い
て
、
保
育
協
会
は

無
料
、
他
の
保
育
所
は
50

％
減
免
と
す
る
理
由
は
。

【
答
】
公
立
保
育
所
に
準

じ
て
運
営
を
行
う
保
育
協

会
に
つ
い
て
は
、
外
郭
団

体
と
し
て
の
公
益
性
に
よ

り
使
用
料
が
無
料
と
な
る
。

【
問
】
保
育
所
で
の
紙
お

む
つ
の
引
き
取
り
状
況
は
。

【
答
】
公
立
保
育
所
は
全

24
園
、
保
育
協
会
は
全
12

園
、
他
の
民
間
保
育
所
は

12
園
中
９
園
で
実
施
。

【
問
】
紙
お
む
つ
の
持
ち

帰
り
廃
止
を
希
望
・
実
施

し
て
い
る
民
間
保
育
所
に

対
す
る
支
援
の
検
討
は
。

【
答
】
処
理
費
用
と
委
託

費
の
関
係
を
考
慮
し
、
課

題
が
生
じ
て
い
な
い
か
注

視
し
な
が
ら
保
育
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
努
め
て
い
く
。

【
問
】
県
下
自
治
体
の
減

免
の
実
施
状
況
は
。

【
答
】
厚
労
省
の
調
査
で
、

４
年
３
月
15
日
現
在
、
調

査
対
象
の
43
事
業
者
の
う

ち
、
実
施
中
が
１
事
業
者
、

実
施
済
み
が
34
事
業
者
、

予
定
な
し
が
８
事
業
者
。

【
問
】
県
下
約
８
割
の
自

治
体
が
行
う
減
免
を
半
年

間
実
施
す
る
考
え
は
。

【
答
】
実
施
す
る
考
え
は

な
い
。
国
や
県
の
支
援
策

の
状
況
を
踏
ま
え
、
本
市

の
実
情
に
即
し
た
施
策
を

実
施
し
て
い
く
。

【
問
】
自
衛
隊
へ
の
市
民

の
情
報
の
提
供
内
容
は
。

【
答
】
今
年
度
18
歳
及
び

22
歳
に
な
る
日
本
人
男
女

の
住
所
、
氏
名
に
つ
い
て
、

紙
媒
体
で
の
提
供
依
頼
が
、

ま
た
、
今
年
度
15
歳
に
な

る
男
子
に
つ
い
て
、
住
民

基
本
台
帳
の
写
し
の
一
部

の
閲
覧
依
頼
が
あ
っ
た
。

【
問
】
情
報
提
供
を
直
ち

に
や
め
る
べ
き
で
な
い
か
。

【
答
】
法
的
根
拠
が
あ
り
、

条
例
に
適
合
し
て
い
る
と

判
断
し
て
お
り
、
引
き
続

き
、
内
容
を
適
切
に
判
断

し
て
対
応
し
て
い
く
。

一般質問

⑬河川法第２７条
　土地の掘削等の許可を規定しており、第１項
に、河川区域内において土地の掘削や植樹等をし
ようとする者は、河川管理者の許可を受けなけれ
ばならないこと、第４項に、河川管理者は、河川区
域内の土地の掘削等により河川管理施設等が損
傷し、河川管理上著しい支障が生ずると認められ
る場合においては、第１項の許可をしてはならな
いことが定められている。

⑬
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【
問
】
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

ラ
ベ
ル
を
剥
が
す
こ
と
に

し
た
経
緯
は
。

【
答
】
協
会
の
判
定
基
準

が
変
更
さ
れ
、
高
品
質
な

リ
サ
イ
ク
ル
の
た
め
に
検

討
の
要
請
が
あ
り
、
近
隣

市
の
状
況
を
踏
ま
え
、
４

年
４
月
か
ら
変
更
し
た
。

【
問
】
ご
み
出
し
マ
ナ
ー

に
つ
い
て
の
対
策
は
。

【
答
】
委
託
に
よ
る
巡
回
、

指
導
の
ほ
か
、
監
視
カ
メ

ラ
の
設
置
な
ど
を
実
施
。

【
問
】
物
価
高
騰
を
受
け

て
学
校
給
食
の
対
応
は
。

【
答
】
献
立
の
一
部
変
更

等
を
し
な
が
ら
も
、
栄
養

価
が
不
足
し
な
い
よ
う
努

め
て
い
る
。
４
年
７
月
以

降
は
、
保
護
者
負
担
増
と

な
ら
な
い
よ
う
交
付
金
の

活
用
を
検
討
し
て
い
る
。

【
問
】
学
校
給
食
の
地
産

地
消
の
取
り
組
み
は
。

【
答
】
地
産
地
消
調
整
会

議
を
毎
年
定
期
的
に
開
催

し
、
意
見
交
換
を
行
う
な

ど
、
地
産
地
消
率
の
目
標

達
成
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
る
。
ま
た
、
イ
ベ
ン

ト
給
食
な
ど
の
啓
発
事
業

を
実
施
し
て
い
る
。

一般質問

⑯

⑮

⑭

大

場

昌

克

学
校
給
食
の
状
況
に
つ
い
て

政務活動費収支報告書、領収書などは
議会図書室で閲覧できます

政
務
活
動
費
と
は

　

政
務
活
動
費
と
は
、
地
方

議
会
の
議
員
が
行
う
調
査
研

究
な
ど
に
必
要
な
経
費
の
一

部
と
し
て
支
払
わ
れ
る
も
の

で
、
本
市
で
は
、
会
派
所

属
議
員
一
人
当
た
り
月
額

２
万
３
千
円
を
会
派
に
対
し

て
交
付
し
て
い
ま
す
。

収
支
の
透
明
性
の
確
保
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す

　

政
務
活
動
費
に
つ
い
て

は
、
収
支
報
告
書
や
領
収
書

な
ど
の
公
開
に
よ
る
透
明
性

の
確
保
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

本
市
議
会
で
は
、
過
去
５

年
分
の
政
務
活
動
費
収
支
報

告
書
と
領
収
書
な
ど
の
写
し

を
議
会
図
書
室
に
設
置
し
、

ど
な
た
で
も
閲
覧
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

閲
覧
で
き
ま
す

　

ま
た
、
市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
お
い
て
は
、
平
成

27
年
度
分
か
ら
、
政
務
活
動

費
収
支
報
告
書
を
公
開
し
て

い
ま
す
。

　議会図書室は、市役所本庁舎３階にあります。議員の
調査研究を目的として設置されているもので、官報や政
府刊行物などの図書が設置してあります。
　どなたでも利用することができますので、希望される
方は議会事務局（本庁舎３階）へお越しください。

⑭協会の判定基準
　（公財）日本容器包装リサイクル協会の「引き取
り品質ガイドライン」における判定基準のこと。
⑮交付金
　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金のこと。
⑯地産地消率の目標
　第３次食育推進計画において、学校給食での市・
県内産農産物の年間使用割合の目標値は50％。
３年度の実績は県内産49.4％、豊川産12.2％。


